
バインダレス造粒機

仕様
型式 処理量（ℓ） 空気量（m3/min） ヒータ容量（kW） ブロワー動力（kW） 圧空（Nm3/min） 寸法（W×H×D mm） 本体質量（kg） 電源（V）

DQ-230 ～5 1.5 2.6×2 2.2 0.2 500×1000×1800 400 200
DQ-350 ～12 3.5 2.6×3 7.5 0.2 700×1600×1800 800 200
DQ-500 ～24 7.5 3.0×4 15 0.5 900×2000×2100 1000 200

粉体の付着凝集性を利用し、バインダレスで造粒するシステム

スイングプロセッサ

DQ-500型

原理

流動化＆圧密システム

Gas Flow Gas Flow

Gas Flow

圧密過程
下向きの空気の流れにより粉
体層は圧縮され、造粒体のカ
サ密度が大きくなります。

破砕過程
圧密過程で圧縮された粉体層
が破壊します。

流動化過程
流動化空気の摩砕作用によっ
て凝集体は球形化します。

性能データ

サンプル写真

マンニトール 1mm以上

フェライト 0.6~0.8mm

エテンザミド 0.3〜0.4mm

タングステンカーバイト 0.6mm

乳糖 1mm乳糖 0.5mm

●●バインダレス
5μm以下の有機粉体なら、バインダ不要で造粒が可能
です。乾燥コストも不要です。
●●ノンダスト
微粉体の飛散を防止。作業環境の改善を実現します。
●●球形ソフト顆粒
微粉体の流動性を改善。プレス成形性に優れています。
●●粒子制御
粒径・かさ密度をコントロールできます。
●●シンプル
機械的な構造がシンプルなため、分解・洗浄が容易です。
●●流動～圧密の反復が高精度の造粒を実現
流動層内の粉体層に上下方向から空気を送り込み、圧密
と流動を交互に繰り返すことにより造粒をおこないます。

特　長

粒径：細粒〜顆粒    形状：球形状顆粒

●●化学薬品、粉末冶金、新素材、無機物などのノンダスト化
●●計量、包装、溶解、練合、プレス工程の前処理顆粒化
●●粉末吸入製剤（DPI）の造粒
●●その他超微粒子のハンドリング性改善

用途例
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